古典漢詩を現代語で　東京外語大学院　金中さん　日本漢文関係者も注目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記者　龍野寿興
「日中を往復して『新古今和歌集』などの古典や、与謝野晶子、島崎藤村など優れた日本の近現代文学を中国に紹介したい」

東京外国語大学大学院生の金中さん(30＝写真)は、経済中心になっている日中関係を文学で結びつけたいと、中国古典漢詩を現代語で詠う活動で脚光をあびている。

お互いの文化をよりよく知ることが現在の日中間にはとても大事といい、その意味でも文学は大きな意味をもつはずと力強く持論を展開する。

金さんは在学中、中国での出版活動を中心にして中国現代詩人としても活躍するかたわら、日本では中国古典漢詩を中国現代語で〈朗誦〉する活動も続けてきた。先月都内で開かれた「金中漢詩朗誦会」を日中友好協会や全日本漢詩連盟など複数の協力を得て実現させ、日本の漢文学関係者らから注目されている。

朗誦は漢詩文を暗誦で謡う事。金さんは、小学生のときに既に李白、杜甫の長詩を暗誦しており、出身地である西安の朗誦会で優勝。その後飛び級を繰り返して14歳で西安交通大学日本語科に入学した経験をもつ。

19歳で日本留学を決意、同大大学院で以後研究生活を送った。金氏は「僕は日本で世界を見る目を拡げた気がとてもしています」という。来春には同大より文学博士号を取得の後一旦帰国し、日中を軸に文学活動を続けていく予定。
――日中新聞2007年12月6日(№202)――
